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本宮砂防堰堤が完成し８０年！
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http://www.hrr.mlit.go.jp/tateyama/index.html 

国土交通省北陸地方整備局QRコードはこちら

ついては、本宮砂防堰堤が完成

（昭和１２年３月完成）し、８０年を迎

えるとともに、富山県が立山砂防の

歴史的施設の世界遺産登録を目

指して取り組んでいる中で、改めて

「本宮砂防堰堤」の価値について、

地域の方々と共に知り・触れ合って

もらい、認識を高めてもらうことを目

的として、以下のとおり『本宮砂防

堰堤を語る会』を開催します。

『本宮砂防堰堤を語る会』

開催日時 ： 平成２８年１１月２７日（日） １５時００分から１６時３０分

開催場所 ： 小見地区コミュニティセンター研修室（富山市小見）
（別添図参照）

主 催 ： 人・川ふれあい連絡会
（事務局：立山砂防事務所 調査課）

本宮砂防堰堤は常願寺川の中流域に位置し、貯砂量は我が国最大の５００万ｍ３を誇り、

堰堤の表面は間知石張りで造られており、周辺の山並みに調和した砂防堰堤となっています。

また、平成１１年８月には、国の登録有形文化財に登録されました。

完成直後の本宮砂防堰堤
（昭和１２年４月撮影）
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本宮砂防堰堤を語る会
１．開催主旨

本宮砂防堰堤は、昭和１２年（１９３７年）３月に完成し、８０年を迎えます。
そこで、富山県が立山砂防の歴史的施設の世界遺産登録を目指して取り組んでいる
中で、改めて「本宮砂防堰堤」の価値について、地域の方々と共に知り・触れ合っ
てもらい、認識を高めてもらうことを目的として開催します。

２．主 催
人・川ふれあい連絡会

３．開催日時
平成２８年１１月２７日（日） １５：００～１６：３０

４．開催場所
小見地区コミュニティセンター研修室（富山市小見）

５．参加人数
約７０人（予定）

６．次 第
１）挨拶（立山砂防事務所長）

２）講演

○「女性の目から見た海外の災害現場～スリランカの土砂災害地を訪ねて～」
（１５分程度）

立山女性サロンの会会長

（富山国際大学教授） 尾畑 納子 氏

○「常願寺川と立山カルデラをたどる」
（３０分程度）

富山県知事政策局参事 松島 吉信 氏

○「本宮砂防堰堤の思い出」
（１０分程度）

芦峅寺前総代 佐伯 信春 氏

○「本宮砂防堰堤建設への歩み」
（２０分程度）

小見地区自治振興会会長 山森 潔 氏

３）その他

４）閉会

～地域の皆さんと共に８０年～

参加費無料


